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弁護士  篠崎 芳明　

私が、古希を迎えた平成２３年４月から、当法律事務所出身者が
私の「誕生日を祝う会」を毎年４月に開催してくれています。今年
は４回目となりましたが、山際悟郎弁護士が長野市から参加するな
ど多数の出身弁護士が集まってくれました。毎回思い出話になりま
すが、「すぐにやれ。まだできないのか。」と私から叱咤されたとの
話が必ず出ます。私は、「お客様が期待していることは迅速な対
応だから、期待に応えることは当然。」と答え、「あなたたちは独
立後どうしていますか。」と質問すると、全員が「即対応は当然で
あり、そうしている。」との答えが返ってきます。毎年うれしくなります。

弁護士  杉山 一郎

つい先日、ペンシルホルダーを買いました。地球環境に優し
いとか、見た目が格好いいとか、理由は色々ありますが、
やはり短くなった鉛筆がもったいないですよね。ペンシルホル
ダーの値段はまちまちで高いモノはシャーペンの様な外観で
２０００円弱もします。書きやすいのでしょうが、そこまで出
すのも逆にもったいないと思ってしまいます。

弁護士  清水 恵介（客員）　

1月に発刊された『民法判例百選Ⅰ〔第7版〕』（有斐閣）に、
共同抵当の判例解説を執筆したほか、山川一陽先生の古稀
記念（日本法学80巻3号）に敷金の論稿を、村田彰先生の
還暦記念（『現代法と法システム』（酒井書店））に温泉権
の論稿を執筆しました。5月には、所属大学で日本成年後見
法学会の学術大会が開催され、運営と総括を担当しました。

弁護士  寺嶌 毅一郎　

今年の夏は司法研修所卒後２０周年。同期が京都に集まります。弁護
士会館落成と同時に登録して２０年、あっという間でした。「…今の若い
もんは知らんじゃろうが、ワシが登録したころは書面は皆ワープロでな、
Ｂ４縦書き袋綴じの準備書面に毎ページ割り印するのが、それは手間
じゃった。新民訴なんちゅうもんもまだなくてのう、書面はＦＡＸでは提出
できず、皆当日裁判所に正副持参しておったもんじゃ…（最後は嘘。当
時からきちんと事前提出を心がけていた…筈です）。」登録３０年で振り
返る機会がもしあれば、上記に「債権法もまだ古いものを使っておって
なあ。」という内容が加わるのかと思うと、遠い目になる今日この頃です。

弁護士  鶴岡 拓真　

先日、久しぶりに自転車のメンテナンスをしました。数年前に山
梨県で修習をしていたときは休日のたびに諏訪湖や河口湖、西
沢渓谷などに行ったりして愛機といえるほど乗り回していました
が、最近は乗る機会が減っていたことから、埃にまみれてしまっ
ておりショックを受けました。これからは休日のたびにとまではい
かなくても、月に１回くらいはどこかに走りに行こうと思います。

弁護士  進士　肇　

2月22日（日）の東京マラソンは、4時間24分11秒で完走。3月22日
（日）の板橋cityマラソンでは、前日ゴルフをして宴会までやった
ことにより、マラソンの神様にそっぽを向かれ、4時間56分もかかっ
てしまいました。6月6日（土）のウルトラ系「柴又マラソン」60ｋｍに
は真面目に（？）取り組み、途中歩きながらも7時間17分06秒でフィ
ニッシュしました。司法研修所民事弁護教官の職もいよいよ最終
年の3年目で、68期集合修習・69期導入修習に突入します。8月
から12月まで5ヶ月間の長丁場を、担当クラス計約200名の司法
修習生たちと一緒に駆け抜けます。もちろん仕事も全開です。

弁護士  中山 祐樹　

最近は、朝型まではいかずとも、夜は少し早めに帰り、
その代わり朝は少し早めに出勤するように心がけていま
す。よく言われるとおり、仕事は夜よりも朝のほうが捗ると
いうことが、身をもってよく分かりました。早く起きることで
朝の慌ただしさもなくなり、気持ちの余裕も持てるような
気がします。

税理士  藤代 節子　

7月から海外へ移住する株長者や海外在住者への株相
続贈与に課税する出国時課税制度が始まりました。正に
この税制のターゲットだった元同業の友人は昨年出国し
てセーフ。すっかり移住生活を楽しんでいる様子です。
こちらはというと、誕生した新税制の初適用となる時に備
え身構えています。

弁護士  小川 幸三　

小学生のときに「政治家になる」と言っていた娘も４月か
らリケジョ。今まで女子校だったので、大学デビューにあ
たって妻が化粧、服装、髪型に非常に気を遣い、娘も
女子大生らしくなりました。
息子も大学院に進んで、何とか粒子の研究をするとか。
一人暮らし５年目に突入し、たくましくなっていることを願
うばかりです。でも時々聖地アキバに出没するようで、ま
だまだ目が離せません。

弁護士  石黒 一利　

本年４月から弁護士会の派閥の執行部に入りました。弁護士
になってからこれで３回目の執行部入りですが、今回は初め
てのゴルフ担当です。早速４月に懇親を兼ねて同じ派閥の弁
護士とゴルフに行ってきました。今年度は何ラウンドできるの
か今から楽しみです。いえいえ、決してゴルフに行く口実を
作るためにゴルフ担当になったわけではありませんよ（笑）。

当事務所では広報活動の一環としてホームページを開設しております。
ここでは所長及び所属弁護士等の紹介や講演記録等を開示しております。

http://www.shinozaki-law.gr.jp/

当事務所のホームページです。
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